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研究成果の概要（和文）：本研究では、日本語話者における屈折異常が読みの発達に及ぼす影響を明らかにする
ために、就学前期および学童期の屈折異常と読みの低次（音読）および高次（読解）の習得度との関連を調査し
た。屈折異常のうち、遠視は、就学前期における単音の音読成績、小学校低学年における単文の音読成績と関連
することが確認された。遠視は就学前期および小学校低学年の音読力の発達に影響を及ぼすことが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the effects of refractive errors on
 reading development in Japanese children. We investigated the relationship between refractive 
errors and both reading aloud and reading comprehension abilities in preschool and elementary school
 children. Among the various refractive errors, hyperopia was found to be associated with single 
mora reading scores in preschool children and short sentence reading scores in lower elementary 
school grades. These findings suggest that hyperopia affects the development of reading aloud skills
 in preschool and early elementary school years.

研究分野： 眼科学、学校保健、特別支援教育

キーワード： 屈折異常　遠視　屈折矯正　読み発達　音読　読解

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、就学前期および学童期の日本語話者における屈折異常と読み能力の発達との関連を明ら
かにした点にある。屈折異常の中でも遠視は、就学前期および小学校低学年の音読力の発達と関連することが確
認された。本研究の成果は、教育的観点から遠視に対する屈折矯正が必要であることを示唆する有益な知見を提
供するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



図1 正視と屈折異常
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無調節時に無限遠からくる平行光線が網膜面に結像しない状態
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網膜面より前方に結像する状態
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経線方向によって結像位置が異なる状態
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１．研究開始当初の背景 
屈折異常とは、無調節時に無限遠からくる平行光線が網膜面に結像しない状態を指し、遠視、

近視、乱視の種類がある（図 1）。屈折異常があると遠方や近方に提示された文字を鮮明かつ効
率的に見ることが困難になるため（図 2）、屈折異常は読み能力の発達に影響を及ぼすことが指
摘されている 1),2)。しかし、屈折異常と読み能力との関連は、英語話者を中心に検討されており、
日本語話者で検討した報告は見当たらない。日本語話者でも屈折異常と読み能力との間に関連
がみられるのであれば、読みの発達促進の観点から早期に眼科的対応（屈折矯正）を行うことが
必要であると考える。そこで、日本語話者における屈折異常が読みの発達に及ぼす影響について
調査を行うこととした。 
 
２．研究の目的 
本研究では、日本語話者における屈折異常が読みの発達に及ぼす影響を明らかにするために、

就学前期および学童期の屈折異常と読みの低次（音読）および高次（読解）の習得度との関連を
調査した。 
 
３．研究の方法 
（1）就学前期における屈折異常と音読力の関連性の検討 
私立認定こども園に在籍する年長児 239 名（男児 118 名、女児 121 名）を対象に、他覚的屈折

値および近見視力、近見立体視の測定を行った。他覚的屈折値は SpotTM Vision Screener（SVS、
Welch Allyn）を用いて、自然瞳孔下で測定した。SVS による屈折異常の判定基準 3)を基に他覚屈
折値を評価し、遠視、近視、乱視、不同視（左右眼の屈折値の差）の判定を行った。音読力を評
価するために、標準読み書きスクリーニング検査 改訂版(STRAW-R)のひらがな単音課題を実施
した。ひらがな 20 文字を A4 用紙 1 枚に 3文字ずつ提示し、正答数を求めた。療育対象児、眼鏡
装用児、視覚スクリーニング検査で矯正視力不良または斜視を認めた児は対象から除外した。 
 
（2）学童期における屈折異常と音読力、読解力の関連性の検討 
公立小学校の通常学級に在籍する 1～6年生 112 名（男児 63 名、女児 49 名）を対象に、オー

トレフケラトメータ ARK-1s（NIDEK）を用いて、自然瞳孔下で他覚的屈折値の測定を行った。先
行研究 4),5)を参考に他覚屈折値を評価し、遠視、近視、乱視、不同視の判定を行った。音読力の
指標として、ひらがな音読検査 6)の単語（有意味語、無意味語）、単文の音読時間を用いた。ま
た、読解力の指標として教研式 Reading-Test の読書力偏差値、読解力の評価点を用いた。眼鏡
装用児、視覚スクリーニング検査で矯正視力不良または斜視を認めた児は対象から除外した。 
 
（3）遠視による音読速度への影響と関連する視覚的要因の検討 
 実験的に作成した遠視が音読速度に及ぼす影響と、その影響に関連する近見視機能、自覚症状
について検討した。実験参加者は 19～24 歳（20.7±1.2 歳、平均値±標準偏差）の健常若年成
人 29 名である。完全屈折矯正および両眼 2 D の遠視条件下で、MNREAD-J（iPad 版）を用いて音
読速度を測定した。また、近見視機能として、近見視力、調節ゲイン、近見立体視、近見眼位、
輻湊近点の測定を行った。疲労感に関する自覚症状は、日本産業衛生学会産業疲労研究会の「自
覚症しらべ」を用いて調査した。 
 
 
 
             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
４．研究成果 
（1）就学前期における屈折異常と音読力の関連性の検討 
屈折異常を認めた児は 53 名（22.2％）であり、その内訳（延べ人数）は遠視、近視、乱視、

不同視それぞれ 49 名（20.5％）、1名（0.4％）、2名（0.8％）、8名（3.3％）であった。遠視の
有無と単音の音読成績との関連を検討した結果、遠視の有無は音読成績と有意な関連を認め、遠
視を伴う児では音読の成績不良が有意に多かった。遠視の有無によって単音の音読成績に違い
があるかを検討した結果、遠視群は正視群に比べ、音読成績が有意に不良であった。アウトカム
に単音の音読成績の良・不良、要因を遠視の有無とし、共変量として年齢、性別を投入したロジ
スティック回帰分析を実施した結果、音読成績に遠視の有無が独立して関連していた。不同視の
有無と単音の音読成績との間で有意な関連を認めなかった。また不同視の有無で音読成績に有
意な差を認めなかった。以上のことから、屈折異常のうち、遠視は音読力に影響することが示唆
された。 
4 歳児、5 歳児の初期リテラシーは、近見視力、近見立体視の低下を伴う遠視で不良であった

ことが報告されている 7)。そこで遠視群の近見視力、近見立体視について検討した。遠視群のう
ち、近見視力、近見立体視が不良であった児はそれぞれ 1名であり、近見立体視不良であった児
の音読成績は良好であった。近見視力不良であった児の音読成績は不良であったが、近見視力は
0.8 であり、遠視により近方に提示された文字を明視できないことが音読成績に影響しているわ
けではないものと考えられた。 
 
（2）学童期における屈折異常と音読力、読解力の関連性の検討 
屈折異常と音読力、読解力との関連性について、小学 1～3 年（低学年）75 名（男児 42 名、

女児 33 名）と 4～6年（高学年）37 名（男児 21 名、女児 16 名）で検討した。 
低学年において、屈折異常を認めた児は 37 名（49.3％）であり、その内訳（延べ人数）は遠

視、近視、乱視、不同視それぞれ 31 名（41.3％）、2 名（2.7％）、1 名（1.3％）、6 名（8.0％）
であった。遠視の有無によって音読成績、読解成績に違いがあるかを検討した結果、遠視群は正
視群に比べ、単文の音読時間が有意に長かった。単語（有意味語、無意味語）の音読時間、読書
力偏差値、読解力評価点は両群で有意な差を認めなかった。不同視の有無によって音読成績、読
解成績に違いがあるかを検討したが、不同視の有無で単語（有意味語、無意味語）、単文の音読
時間、読書力偏差値、読解力評価点に有意な差を認めなかった。 
高学年において、屈折異常を認めた児は 19 名（51.4％）であり、その内訳（延べ人数）は遠

視、近視、乱視、不同視それぞれ 11 名（29.7％）、7名（18.9％）、2名（5.4％）、4名（10.8％）
であった。遠視、近視または不同視の有無によって音読成績、読解成績に違いがあるかを検討し
た。しかし、遠視、近視または不同視の有無で単語（有意味語、無意味語）、単文の音読時間、
読書力偏差値、読解力評価点に有意な差を認めなかった。 
低学年において、遠視を伴う児では屈折異常のない児に比べ、単文の音読時間が有意に長く、

遠視は音読力に影響することが示唆された。しかし、遠視による音読力への影響は、高学年では
確認されなかった。その原因として次の 2つが考えられる。1つは、学年が進むにつれて音読力
が発達し、キャッチアップされた可能性が考えられる。もう 1 つは、低学年時に遠視による音読
力の遅れがみられた児が、年齢が上がるにつれて屈折が近視化したことで、遠視と音読力の関連
性はみられなくなった可能性が考えられる。遠視が読みの発達に及ぼす影響について、追跡調査
を行うことが今後の課題である。 
 

（3）遠視による音読速度への影響と関連する視覚的要因の検討 
遠視による音読速度変化率（完全屈折矯正と遠視条件の音読速度の比）は 0.74～1.28 であり、

17 名（58.6％）で音読速度の低下を認めた。遠視による音読速度変化率と近見視機能の変化量
（完全屈折矯正と遠視条件の測定値の差）との関連を検討した。その結果、遠視による音読速度
変化率と一定時間、近見視標を注視させた時の調節ゲインの変化量との間に負の相関を認めた。
一方、音読速度変化率と近見視力、近見立体視、近見眼位、輻湊近点および自覚症状スコアの変
化量との間には相関を認めなかった。 
遠視は必ずしも音読速度の低下を引き起こすものではないと考えられる。しかし、遠視によっ

て音読速度が低下する場合、その低下には近方視を持続している時の調節反応の正確性の低下
が関与していることが示唆された。 
 
 
小児期の遠視は弱視の主要な危険因子であり、斜視の原因にもなり得ることは広く知られて

いる。そのため、弱視や斜視の予防および治療の観点から、ガイドラインに基づいて屈折矯正が
行われている。しかし、本研究より、就学前期および小学校低学年での未矯正の遠視は、音読力
の発達に影響を及ぼすことが示唆された。このことから医学的観点のみならず教育的観点から
も、遠視に対する屈折矯正の必要性が考えられる。読みの発達促進の観点から遠視に対する屈折
矯正が必要であるか、介入研究による検証を行うことが今後の課題である。 
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 ４．発表年

 ４．発表年
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